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音響管計測において、サンプルと管壁の接触により吸音率計測結果が変化することがあり、サンプルと管壁が接触しない緩支

持法が開発された。サンプルと管壁の隙間やサンプル径の影響を有限要素モデルを用いて数値計算した。今回、繊維材（グラ

スウール）をJCAモデルで、ウレタンフォームをBiotモデルを用いて計算した結果を紹介する。
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緩支持法による音響管計測のFEモデル化
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